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月隕石およびかぐやリモセン探査から推定される最古の月地殻が保存されている地
域からの将来のサンプルリターン探査の提案
Regions with the Oldest Crust for Future Sample Return Missions as Inferred from Lunar
Meteorites and the Kaguya Data.
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本提案は月裏側高地にあるトリウムの最も少なく原始地殻の残っている可能性のある地域よりサンプルリターンを行
うことは、月科学を大きく発展させるだけでなく、アポロ計画で、人類がまだ石を手にしたことの無い地域より、「未踏
の地域の月の石」を初めて持ち帰る探査を提案するものである。月の裏側にある大きな盆地は月初期にできて以後、表
側のように溶岩により満たされること無く、古い地形が未だに残っている。この月裏側について、「かぐや」の得た大き
な成果である重力分布図、地形カメラ (TC),マルチバンドイメージャ(MI), レーザ光度計 (LALT) により地形図、地殻の
厚さの分布図、ガンマ線分光計 (GRS)によるトリウム分布図より、地殻がもっとも厚く、トリウムの最も少ない地域が
発見された。またMI, 　スペクトルプロファイラ (SP)よりアポロ試料の斜長岩より、より始原的な月地殻が残っている
可能性が高いと考えられる。ドーファー 489, 307, 309月隕石の鉱物学的、地球化学的研究より、この地域にあるデリク
レ-ジャクソン・ベーズン底で形成された可能性を示した。アポロ月試料によって長年の間推定されていたモデルには一
部に矛盾が見られる。この様な月斜長岩を裏側から回収することは、「かぐや月探査」の成果をさらに発展させ、月の二
分性の解明につながる可能性がある。
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